


本市では、市民の皆様に昭和１２年の開園以来親しまれてきた東山動植物園を「 もっと身近に、もっ

と楽しく 、自然とふれあえる場」 にしていく ために「 東山動植物園の再生」 を進めています。

この再生を進めていくにあたり、市民の皆様とともに考えていくため、「 東山再生フォーラム」 を開

催しています。

テーマ 『 東山動植物園での種の保存の取り組み』

１４： ００ 開会（ １３： ３０受付開始）

１４： ０５ 講演「 アジアゾウの繁殖研究—さく らとうららが生まれるまで』

国立大学法人東海国立大学機構岐阜大学応用生物科学部

准教授 楠田 哲士 氏

１５： ００ 休憩

１５： １０ 報告① 「 新種 ランダンギメダカの飼育繁殖」

東山動物園 田中 理映子

１５： ３５ 報告② 「 アジアゾウの出産について」

東山動物園 辻 信義

講師紹介

国立大学法人東海国立大学機構岐阜大学応用生物科学部准教授、応用動

物科学コース動物園生物学研究センター長。日本動物園水族館協会生物

多様性委員会外部委員。

専門分野は、動物保全繁殖学・ 動物園学。2002 年から東山動植物園の

アフリカゾウとアジアゾウの共同研究を開始し、2013 年と 2022 年の

アジアゾウの出産に際しては妊娠判定、出産日予測、周産期の行動調査を

実施。全国の動物園と様 な々動物の繁殖研究などに取り組む。

参加申し込みいただきました個人情報（ 氏名、メールアドレス、電話番号など） は、当フォーラムの運営のために必要な範囲内で利用

させていただきます。

このチラシは、古紙パルプを含む再生紙を使用しています
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